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大阪都市経済調査会

流通業流通業流通業流通業のののの使命使命使命使命とととと卸売業卸売業卸売業卸売業のののの未来未来未来未来

２００６ ３．１４

流通科学研究所 佐藤俊彦
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国家戦略

資源力
軍事力
経済力
文化力（伝統・文化／品格・品性・モラル）

マクロ的・長期的視点から

国力の源
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名目ＧＤＰ伸び率の推移

高度成長期 低成長期 ０成長期

（出所 内閣府経済社会総合研究所）

東京
Ｏｌｙｍｐｉｃ

経済発展経緯
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１人当名目ＧＤＰ（ドル）

エンゲル係数

ドル

生活水準の向上と停滞

（出所 内閣府経済社会総合研究所、家計調査報告）
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万人 万人

国内総人口の推移

（出所 総務省統計局）

生産人口の推移

（出所 総務省統計局）

２００４年がピーク

人口減少社会が前提に

１９９８年がピーク

既にピークアウト

環境の変化

ピーク
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ＧＤＰ ＝ Ｃ ＋ Ｉ ＋ Ｇ ＋ （ＥＸ－ＩＭ）

人口減 小さな政府 貿易摩擦

ＧＮＰ＝ＧＤＰ ＋ 海外からの純所得

指標案 ＧＧＰ＝貿易絶対額＋サービス絶対額＋現地生産額

（消費） （投資） （公共投資） （輸出） （輸入）

指標の変更

５
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所得収支

サービス
収支

経常収支の推移

（出所 財務省 国際収支総括表）

経常収支
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国家戦略：

海外における
Made by Japan, Managed by Japan

経済力による国力アップ

２次産業：自動車の成功

海外所得の増加

半導体・エレクトロニクスの失速

デジタル家電の大競争

携帯電話の大失敗

３次産業：（金融・流通）の無戦力 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化

（1985プラザ合意以降）

７
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フォーチュン500 社データ（2004）より

500社に占めるシェア

売上 利益 （企業数）

石油精製

銀行

流通

自動車

（ホームページ fortune/global500より作成）
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２００３年度世界の小売業売上高ベスト２５
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（出所 チェーンストアエイジ ２００４年１０・１号）

は日本に進出企業

米国企業 ４社
西欧企業 ６社

上位１０社

百万ドル
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日本

米国 英、仏、独

アメリカ大陸：
カナダ、メキシコ、

ブラジル、アルゼンチン

ヨーロッパ：
ロシア、東欧

スペイン、ポルトガル、イタリア
ギリシャ

アジア：

中国、韓国、台湾
タイ、マレーシア、インドネシア

流通市場の拡大

1989 ベルリンの壁崩壊
1991 ソ連崩壊

1992
鄧小平 南巡講話

１１
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上位企業の新興国への進出加速

１２
（出所 田村 2004）
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ウォルマート フォーマット別店舗数推移

店

（アニュアルレポートより作成）

Wal-Mart

SAM’s Club

Super Center

Neighborhood

海外出店

生き残り
フォーマット
の確立 多極化

急速拡大
（指数関数化）

(Discount Store)
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出店戦略（チェーンストア概念）の違い

先進グローバル企業（カルフール、ウォルマート等）

（アジア市場の観察から）

「クッキー カッター」型２桁出店

一定規模におけるマスメリットの検証

日本企業（イオン、イーヨーカ堂等）

繁盛店を１店舗ずつ拡大していく

遅延ストア

21世紀の流通ビジネスモデル研究より

ロジスティックス
Carrefour will be back

１４
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グローバル企業の中国への進出年と現在の店舗数

現在

1995年 70店舗カルフール

1996年 ウォルマート 43店舗

11店舗イオン

5店舗イトーヨーカ堂

215店舗ローソン

進出年

（ＫＦＣ 1,200店舗）

（参考）

セブンイレブン 25店舗2004年

１５

（出所 各社ホームページ）
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流通業の使命

世界で戦える流通システム（小売＋卸）を
作り上げること 国益

国内市場も重要だが、対外競争力を削ぐよう
なことはすべきではない。

住宅地図・分県地図だけではなく世界地図
でも判断を

１６
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ＧＭＳ（総合Super）大手５社の売上推移ＧＭＳ（総合Super）大手５社の売上推移
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ダイエー

イオン

西友（ウォルマート）

マイカル（倒産）

イトーヨーカ堂

（出所 有価証券報告書）

大規模小売店舗法緩和

規制の保護立法化（参考）
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㎡当り販売額

小売販売額

（出所 商業統計）

小売販売額、スペース効率の推移小売販売額、スペース効率の推移

国内小売販売額の推移

需要＞供給
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小売業態の変遷（主役の交代）

高度成長期 低成長期 ０成長期

百貨店

ＧＭＳ
（総合Super）

ＣＶＳ

専門業態

売上日本一は
三越百貨店

１９７２年
ダイエーが売上日本一

２０００年
セブンイレブンが売上日本一

Drug Store

Home Center

家電、Casual衣料

大店法

チェーンストアの時代

総合型の時代

2005年ヤマダ電機

売上１兆円

１９
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100% 200% 300% 400% 500% 600% 700%

ヤマダ電機

ヨドバシカメラ

ファーストリテイリング

コーナン商事

ギガスケーズデンキ

日本トイザらス

カワチ薬品

ドン・キホーテ

サンドラッグ

ツルハ

ニトリ

小売業５年移動年間伸び率上位１１社

売上高

この６年間での伸び率ベスト３は
ヤマダ電機、ファーストリテイリング、ドン・キホーテの３社である。

営
業
利
益

ファーストリテイリング

ヤマダ電機

ドンキ

２０

（出所 有価証券報告書）
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ヤマダ電機
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卸売業卸売業卸売業卸売業のののの役割役割役割役割とととと未来未来未来未来
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チェーンストア理論（日本型ＧＭＳ）の誤解

米国は一つの国ではない。

チェーンストア理論は米国の社会構造を
前提にしたものである。

・マス・マーチャンダイジング

・チャネル主導権を確保

・自前主義（プロセスセンターのプロフィット化）

ＰＢ（仕様書発注）比率のアップ
自社発注（横型 VS 縦型）

２２
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（米国の社会
階層）

スウィートスポットスウィートスポットスウィートスポットスウィートスポット

顧客は低所得者層

価値の追求は価格・均一

スウィートスポットスウィートスポットスウィートスポットスウィートスポット

品質のズレ

（日本の社会階層）

顧客は中間層

価値の追求は品質・多様性

日米（欧）マス・マーチャンダイジングの違い

２３
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ウォルマートの誤解

・なぜ自前のＤＣなのか。

・世界第２位のコンピュータ
業界初の衛星通信利用の理由と実態

ﾌｫﾜｰﾄﾞﾊﾞｲｲﾝｸﾞ,１day ルール

・ＣＲＰ→リテールリンクの意味

２４
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カテゴリーマネジメントの誤解

（流通構造）

ドライ・日雑

６０％

生鮮・冷凍
４０％

ドライ・日雑
２５％

生鮮・日配
・デリカ

７５％

欧米 日本

メーカー 問屋 小売 メーカー 問屋 小売

大大大大 大大大大

中

小

中

小
中

キャッシュ＆キャリー

大

ＣＶＳ小口・多頻度配送

割り切り

強化

中

大

（ｶﾃｺﾞﾘｰ･ｷｬﾌﾟﾃﾝ）

２５
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規模の経済（効率） 対 スピードの経済（効果）

日米流通システムの違い

固定型 変化型
価
格
型

品
質
型

ロジスティックス

マーチャン
ダイジング

の核心

大口 小口

オペレーション 体得マニュアル

IT（ＰＯＳ情報）

トレンド情報

機動力

米国モデル

日本モデル

EDLP、CRP、カテゴリーマネジメント

リテールリンク、i2テクノロジー

スマートシステム、テルゾン
モジュラープラン

ＰＯＳ情報（死筋、売れ残りの発見）

大量の
新製品

補充

２６
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卸機能の本質と役割

・「流通革命論」 の誤解

Ｍ

・「流通は暗黒大陸」の誤解

Ｒ

予見される大量生産、大量消費時代に
対応できる物流機能の整備が必要。

複雑という意味ではなく、解明が遅れて
いる。という意味

太く

（1963  林周二氏)

２７
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事例 菱食（RDC-FDC体制）事例 菱食（RDC-FDC体制）

RDC

ﾘｰｼﾞｮﾅﾙ・ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ
バラピッキング
専用

ＦＤＣ ﾌﾛﾝﾄ・ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭ
ｰｼｮﾝ・ｾﾝﾀｰ

ＦＤＣ
ＦＤＣ

ケース
ピッキング
専用

メ
ー
カ
ー

クロスドッキング クロスドッキングクロスドッキング

小売店小売店 小売店

データセンター 受注業務はデータセンターに集中

SDCー個別企業向けセンター
２８
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事例 アスクル事例 アスクル

アスクルの物流センター（バラ専用）

最大の特徴はアイランド方式（ロジスティクス大賞受賞）を採っていることである。

出荷ゾーン梱包ゾーン スタート

大物ゾーン

中頻度ゾーン小物ゾーン

デジタル
ゾーン

本線

支線

シンクロマートによって、商品別売上予測を公開

２９
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事例 ダン事例 ダン

本部

物流センター
（協同組合）

共栄会７社

佐川急便

POSデータ

発注データ

糸量に変換

（１足単位）

（g単位）

出荷、在庫情報

需
要
予
測

CRP

出荷情報

店舗
（FC)糸商

ダン式ＱＲシステム

染色メーカー

その他

情報
物流

糸商までＰＯＳデータが開示され、世界一進んだ
ＱＲシステムと言われている。
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卸機能の課題

Ｍ Ｗ Ｒ Ｃ

物流 金流
商流 情報（取引情報）

商流卸は今でも必要か

日本のＷ／Ｒ比率＝

アメリカ＝０．９３

イギリス＝１．１１

フランス＝１．２

(２００４年商業統計より)

卸売上 406兆円
小売売上 133兆円
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日本型流通システムの構築に向けて

主導権争いから協創関係へ

Ｍ Ｗ Ｍ Ｒ

ＷＭ Ｗ Ｒ

ＲＭ

組み合わせによる最適化（効率・効果）

Ｍ Ｗ Ｒ
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未来流通経路

メーカー 小売卸

大

中

小

大

中

小

卸

新興

高回転率商品

小ロット商品

マーケティング情報 マーケティング情報

新サービス 新サービス

新サービス 新サービス

（ネット、業務スーパー）

マーケティング情報 マーケティング情報

将来の
糧
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卸機能のまとめと未来

・卸の優位性は流通の中間に位置し、
川上、川下の両方につながっていること。

・川上と川下の利害は対立する。その利害を
調整するのが「卸」の機能である。

・物流のプロとして、高度ロジスティックス
（小口、スピード、個別アレンジ）の整備は前提条件

・情報流の中核は取引情報からマーケティング
情報へ

・川上、川下のニーズを捉えれば、新たな付加
サービス創造の可能性 卸機能の高度化
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得手に帆を上げて

良品に国境なし

本田宗一郎氏の言葉

世界的視野

日本の流通業

流通システムに
国境なし

三位一体

メーカー、卸、小売
の協創
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世界に通用する

日本型流通システムの構築に
向けて、卸売業の役割は大きい。

ただし、企業淘汰は避けられない。
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